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水とともにくらしたむかし

人びとは日常生活をはじめとし、さまざまな形で
水と関わり合ってきました。このコーナーでは、

「水」をキーワードに、昭和 30 年代以前の府中
のくらしを 4 回シリーズで紹介します。

その 3…鵜飼でアユ獲り

10 人ほどのお客を乗せた 3 艘
そう

の屋
や

形
かた

船
ぶね

が多摩川

に浮かんでいます。その客の視線を集めているの

は、川の中に入った 1 人の男性。右手に見える手

なづけた鵜
う

に、アユを獲らせる様
さま

を披
ひ

露
ろう

していま

す。こうした鵜飼の光景は、昭和 10 年（1935）

頃まで見ることができました。
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　府中と水の関係を考えると、水そのものをつか
うことはもちろんですが、水のなかのめぐみを活
用することもありました。特に、多摩川や用水路
にはさまざまな魚がおり、子どもたちは遊びとし
ての魚釣りが楽しみでしたし、川にドウ・モジ・
網
あ み

などの漁
ぎ ょ

具
ぐ

を仕
し

掛
か

けて魚を獲ることを生活の
一部としている人もいました。
　もちろん、川には漁業権が設定されており、勝
手に獲ることはできません。ゆえに、川での漁を
くらしの糧

か て

にしていた人は多くはなく、誰にでも
身近とは言えないのかもしません。それでも、魚
獲りは府中を代表する光景の一つであったこと
は間違いありません。そんな川と共存した府中の
風景として、かつてひときわ名物となっていたも
のがありました。「鵜

う

飼
か い

」によるアユ漁です。
　鵜飼と聞くと、岐阜県の長

な が

良
ら

川
が わ

を思い浮かべる
人も多いかと思います。しかし、鵜という鳥を
操
あやつ

り、アユを獲
と

らせるという漁
ぎ ょ

法
ほ う

は、全国各地
の河

か

川
せ ん

で行われてきました。多摩川流域でも鵜飼
はさかんで、対岸の多摩市、上流の日野市・立川
市などでも行われていました。府中市域では、多
摩川に接する四

よ つ

谷
や

・中
な か

河
が

原
わ ら

・下
し も

河
が

原
わ ら

・是
こ れ

政
ま さ

・押
お し

立
た て

などに「鵜
う

使
つ か

い」がいました。
　現在長良川で行われている鵜飼は、漁師が船

に乗り、縄のついた 10 ～ 12 羽が一組になった
鵜（ウミウ）をつかって行われます。時間帯は夜。
船に篝

かがり

火
び

を灯
と も

し、それに驚いたアユを鵜が捕
つ か

ま
える（飲み込む）のです。そのアユを吐

は

きださせ
て漁

ぎ ょ

獲
か く

とします。それに対し、多摩川で行われて
いたのは、「徒

か ち

鵜
う

飼
か い

」と呼ばれる、１～２羽の鵜（カ
ワウまたはウミウ）をつかったものです。鵜にア
ユを獲らせるのはいっしょですが、漁師も鵜と共
に川に入るやり方でした。時間帯は昼間です。釣
り竿

ざ お

で魚を獲るのとは異なり、その光景が珍し
かったのでしょう。明治～昭和初期には、東京の
中心地から鵜飼を見物しに来る人が多く、その様
子を船上から見せ、獲ったアユを食べさせる料理
屋もありました。それだけでなく、時には現在の
世田谷区など、別の地域に出張して鵜飼を披

ひ

露
ろ う

し
てもいました。鵜飼には見物客に対して企画され
た、水をつかったレジャーという側面があったの
です。
　現在、多摩川で鵜飼は一切行われていませ
ん。それには、多摩川の近代化に伴う変

へ ん

容
よ う

が影
響しています。砂

じ ゃ

利
り

採
さ い

取
し ゅ

がさかんになり、アユ
の棲

す

み家
か

が損
そ こ

なわれました。また、堰
せ き

が川の各
所に整備されることによって、アユが下流から
遡
そ

上
じょう

しづらくなってしまいました。さらに、川
沿いの住宅開発が進み、結果水質も悪化しまし
た。こうしたことの積み重ねによって、アユの
数も減ってしまったのです。鵜飼によるアユ漁
は、昭和 10 年（1935）頃にはあまり見られな
くなり、その後戦争の激化によるレジャー自

じ

粛
しゅく

の風潮も手伝い、ついに消滅してしまいました。
　しかし現在では、砂利採取は禁止。堰に魚の通
り道・魚

ぎ ょ

道
ど う

が整備され、上下水道の整備などによ
り水質も改善され、アユの遡上も増えているとい
います。府中の鵜飼は過去のものですが、現在経
済的に成り立つかどうかはさておき、復活の余地
はあるのかもしれません。 （佐藤智敬）

水とともに
くらしたむかし

その3…鵜飼でアユ獲り

大正初期、関戸（現 多摩市）の料理屋が行っていた徒鵜

飼の様子。写っている川岸が現在の府中市四谷であると

いう。
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イ
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原
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検
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乳
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　現在、ふるさと府中歴史館で開催中の『府中の発掘お宝展』で
は「明治・大正・昭和の府中」と題して、市内で発掘された近代
の遺物約 300 点を展示しています。今回はそのなかにある特殊
なかたちの乳

にゅう

鉢
ば ち

を紹介します。
　展示の乳鉢は磁

じ

器
き

製の破
は

片
へ ん

３点で、発掘調査により宮
み や

西
に し

町
ちょう

で
２点と片

か た

町
ま ち

で１点が出土しました。この３点は別個体の破片です
が、いずれも同じかたちの乳鉢の破片とみられます。この３点か
ら全体のかたちを復元すると、横 35 ㎝、縦 10 ㎝、厚さ３㎝ほ
どの直方体で、その上面に乳鉢として使うための半球形の窪

く ぼ

み
が 14 区画に分けて付けられ、各区画の左上には１～ 14 のアラ
ビア数字が順番に記されています。こうした特徴をもつこの乳鉢
は、明治後期から大正期に蚕

かいこ

の病原体の検査具として使われた
ものです。
　明治時代から太平洋戦争前まで国内各地では生

き

糸
い と

を得るため
に養

よ う

蚕
さ ん

と蚕
さ ん

種
し ゅ

（蚕の卵）生産が盛んに行われ、現在の府中市域に
含まれる西

に し

府
ふ

村と多
た

磨
ま

村でも同様でした。そうしたなか、養蚕・
蚕種業にとっての一番の問題は蚕の病気であり、その早期発見と
予防のための検査が入念に行われたのです。
　検査方法の一例をみると、まず１枚の紙を複数に区切り、その
区画ごとに異なる蚕の成虫に産卵させます。つぎに産卵した各成
虫を乳鉢で潰し、これを顕微鏡で観察して病原体の有無を確認し
ます。その結果、病原体が見つかった成虫の産卵したものは廃棄
されました。こうした検査のなかで使われた乳鉢が今回の展示品
で、そこに記されているアラビア数字が産卵紙の区画番号と対応
する役目を果たしたのです。
　府中市内の発掘調査では蚕のエサとなった桑の畑跡が複数箇
所で発見されており、養蚕・蚕種業に関わる道具の一部も残され
ています。一方、蚕病原体検査の資料についてはほとんど確認さ
れておらず、今回展示の乳鉢は近代府中地域で行われた養蚕・蚕
種の具体像を理解するうえで貴重な資料といえるでしょう。
　この乳鉢を展示している府中の発掘お宝展は来年３月 24 日ま
で行っていますので、ぜひお越しください。

呉須で文字が書かれているためにじん

でいますが、中央に「新案特許」、上に「第

六六九二号」、下に「名古屋京町八神幸

助」と読めます。ここから、名古屋の

八神幸助が考案した発案品であること

がわかります。

蚕病原体検査乳鉢
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郷土の森博物館における小学校利用

　 はじめに
　公立小学校では教科書を使った授業が行われ、
必要に応じて図説や副読本、問題集などが使われ
ています。教科書は、出版社が文部科学省の示す
学習指導要領をもとに、教諭や研究者などに執筆
を依頼して編集し、文部科学大臣が適性かどうか
審査の上、合格したものが採用されます。その教
科書の中から各自治体、府中の場合は府中市教育
委員会が採択します。本稿では、学習指導要領改
訂の変遷を当館の利用状況と比較し、今後の小学
校利用の方向を探る一助としたいと考えます。
　 小学校指導要領の変遷
　小学校の指導要領は、昭和 22 年（1947）
に初めて示され、戦前から行われていた修

しゅう

身
し ん

・
地理・歴史が廃止され社会科が新設されるなど
数度の改定を経て、時代や社会の要請に合った
ものとなっています。平成 14 年（2002）の
改定は、ゆとり教育が強く推し進められ、教
科の内容が大幅に削減されることとなりまし
た。また、教科以外の教育活動として「総合的
な学習」の時間が追加され、教科の授業数削減
に大きな影響を与えました。翌年に一部改訂が
行われ、学習指導要領の内容を超えて教えられ

る、発展的な学習が教科書に掲載可能となりま
した。
　現在使われている教科書のもととなった平
成 23 年の改定は、ゆとり教育を進めすぎた反
省から各教科において前回削減された内容が
復活しています。さらに、小学 5・6 年生に「外
国語活動」の時間を創設し、授業のコマ数が各
学年平均で 50 コマ増加しました。
　最新の指導要領は、平成 29 年 3 月に告示さ
れ、2 年間の移行措置の後、再来年度からそれ
に基づいた学習がスタートします。これによ
り、これまで小学 5・6 年生の教科外で行って
いた「外国語活動」を小学 3・4 年生に、「外国語」
が小学 5・6 年生の正式な教科となり、さらに
タイトなカリキュラムとなることが予想され
ます。
    当館の小学校利用
　当館は、常設展示室やプラネタリウムなどの
ある本館のほか、東京ドーム 3 個分の園内に 8
棟の復元建築物を有する総合博物館です。その
ため、遠足としての利用も多いのですが、常設
展示室やプラネタリウムの見学、園内ふるさと
体験館における石臼体験など、さまざまな学習

ＮＯＴＥ

常設展示室における小学 3 年生の「昔の道具」学習

本 間  隆 幸
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弥生時代以降に重点が移りました。平成 14 年
には、「農耕の始まり、古墳について調べ、大
和朝廷による国土の統一の様子が分かること」
となって、縄文時代以前が完全に削除されまし
た。この年はゆとり教育開始の年でもあり、そ
の方針が見直された平成 23 年に縄文時代以前
が復活、指導要領も平成 4 年の改定前に戻っ
ています。
　小学校 6 年生の展示解説の主たる利用が旧
石器・縄文時代だったことを考えると、平成
16 年度より減少した理由は明らかです。同時
期に 3 年生が減少しなかったのは、指導要領
に変更がなかったからだと推測できます。ま
た 3 年生に関して言うと、平成 25 年度だけ利
用件数が急増しています。これはこの年、複数
回利用した小学校が数校あったからなのです
が、ゆとり教育の終了と関係があるのかもしれ
ません。
　さて、縄文時代以前の学習が復活し、本来な
らば 6 年生の利用が戻ってきてもおかしくな
いのですが、むしろ利用件数は減少していま
す。これは社会科以外の部分の改定、すなわち
外国語の新規導入などが原因と考えられます。

 今後について
　このように、学習指導要領と小学校の博物館
利用は密接に関係しています。再来年度より実
施に移される学習指導要領の内容が気になる
ところですが、実は 3 年生の郷土学習の部分
に改訂がみられます。今までは「古くから残る
暮らしにかかわる道具、それらを使っていたこ
ろの暮らしの様子」と具体的に記載されていま
したが、「生活の様子が時間の経過とともに変
わってきたことを理解する」という曖昧な表現
になっています。昔の暮らし自体よりもその変
遷に重点が移ったようにも思われます。
　新指導要領実施を見据え、博物館としては学
習プログラムの見直しを行っています。活用し
てもらってこその常設展示室です。展示資料を
用いた学習効果の高い魅力あるプログラムを
作成し周知することで、小学校利用の促進を図
りたいと考えます。
　そのために、今後の取組として市内の教育研
究会との連携を模索したいと思います。そし
て、その成果を市外の小学校利用へも広げてい
きたいと考えています。
　

に利用されています。また、学校への資料貸出
や出前授業なども行っています。
　これらのうち、当館がもっとも力を入れてき
たのは、常設展示室の実物資料を活用した学習
の場の提供です。平成 21 年度には子どもが体
験しながら府中の歴史を学べる「子ども歴史街
道」と「体験ステーション」を新設しました。
　 常設展示室における解説件数の推移
　当館の常設展示室の解説件数を見てみると、
郷土を学ぶ 3 年生と歴史を学ぶ 6 年生が多く
利用しています。ちなみに、両学年の平成 15
年度の利用状況をみると、3 年生は昔の道具な
どから地域の人々の生活を学び、6 年生は石器
や土器などから旧石器・縄文時代を、そして府
中の宿場模型を用い江戸時代の学習を行って
いることがわかります。
 

　もっとも、この活用状況は学習指導要領の改
定に伴い変化しています。上の図は平成 13 年
度から 29 年度に至る、小学校 3 年生と 6 年生
の常設展示室解説件数をグラフにしたもので
す。これを見ると、小学 3 年生が微増してい
るのに反して、小学 6 年生が 16 年度を境に大
幅に減少しているのが分かります。21 年度の
利用が一時的に多くなっていますが、これは

「子ども歴史街道」と「体験ステーション」が
新設されたことによります。この 6 年生の減
少の原因はいったい何なのでしょうか。
　 旧石器・縄文問題
　指導要領 6 年社会の内容を比較すると、旧
石器・縄文時代に係る部分に改定が見られま
す。教えるべき内容が、平成 4 年に「狩猟・
採集や農耕の生活」から「農耕が始まると人々
の生活や社会の様子が変わったこと」となり、
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　寒い冬がやって来ます。動物たちは厳しい冬に
自らの生命を守り、種族を維持するための様々な
防寒法を身に付けています。その方策は、冬季の
活動を停止するか、暖

だ ん

地
ち

に移動するかです。昆虫
の場合は３億年以上に及ぶ進化の過程で非常に
合理的な越

え っ

冬
と う

法を獲得しています。個体そのもの
の寿命が短いためか、成虫で越冬するものは少な
く、大部分は卵か蛹

さなぎ

で冬を越します。府中周辺
を飛ぶ蝶

ちょう

の場合は果たしてどうでしょうか。
　モンシロチョウやアゲハチョウは蛹、ミドリ
シジミは卵、ゴマダラチョウは幼虫、ムラサキ
シジミやキチョウは成虫
と、同じ蝶の中でも種類
によって越冬形

け い

態
た い

が異な
ります。単純に考えれば、
殻
か ら

に覆
お お

われ乾燥と低温に
耐えうる仕組みを持つ卵
で過ごすのが妥

だ

当
と う

な気が
します。幼虫や蛹でじっ
としているより、卵のま
まであれば鳥の餌

え さ

にも適
さず、仮に多少狙

ね ら

われて
も数の多さで生存率に有利と考えられるからで
す。ましてや、卵から成虫へと変

へ ん

態
た い

を重ねる過程
で数が減る中、やっと成長した状態で寒さをやり
過ごすのも理にかなわないと思うのですが ･･･。
　蝶は、食

しょく

草
そ う

の上に産卵するのが基本です。幼
虫が孵

ふ

化
か

すれば、即
そ く

食物にありつける利点がある
からです。ところが、日本には冬枯れになってし
まう草木も多いので、その場合は葉に産卵するこ
とはありません。卵

ら ん

越
え っ

冬
と う

する蝶の卵は、食草の側
に注意深く産み付けられます。越冬卵の孵化そし
て幼虫の成長は、とてもうまく芽吹きと同調して
いるようです。卵は芽のそばに産み付けられ、春
に孵化した幼虫は芽吹いたばかりの、いかにも美

お

味
い

しそうな葉を食べるのです。つまるところ、卵
越冬は有効策であると同時に、手の込んだ芸

げ い

当
と う

と
も考えられるのです。 

　年に複数回発生するアゲハチョウやモンシロ
チョウは、普段は直接葉に産卵し、孵化したモン
シロチョウの幼虫はキャベツの固い葉でも食し
ますが、越冬は蛹の形で過ごします。但し、蛹を
見つけるのは困難です。幼虫に比べて数がずっと
少なく、さらには敵に見つかりにくい場所で幼虫
から蛹に変態し、冬には葉を落してしまう食草か
ら移動してしまうからです。アゲハチョウは大

た い

概
が い

人家のカラタチやミカンが食草なので、その近く
のコンクリート塀

べ い

の水平面や、軒
の き

先
さ き

などに付いて
いる姿を見かけます。
　幼虫や成虫で越冬するタイプは、落ち葉の下や
朽
く ち

木
き

の中などに潜
も ぐ

り込んで過ごします。落ち葉の
下は温度変化が少なく、高めの湿度です。数か月
じっとしていなければならない時、あまり急激な
温度変化は好ましくありません。温度が上がれば
動き出して体力を消

しょう

耗
も う

してしまうし、乾燥が激
しいと体内の水分が失われてしまうからです。エ

ノキを食草とするゴマダラ
チョウなどは、秋の終わり
に木から降りて越冬し、春
に再び木に登ります。ゆえ
に越冬幼虫はエノキの下、
周囲２ｍ以内の葉をめくれ
ば茶色い体で葉裏にぴった
りとくっついている様子が
観察できます。
　リスクのある幼虫や成虫
での越冬は、卵越冬したく

ても出来ない種類が他のステージで生き残りを
かけていると言う考え方もあります。春に芽吹く
落
ら く

葉
よ う

樹
じ ゅ

を食草とし、日本の四季に適応した蝶は効
率よく卵や蛹の形を取りますが、キチョウなど南
方から北上して来た種は、日本の冬を知らずに新
たな対応を迫られたタイプとも言えます。要は寒
い冬を越すと言う術

す べ

が元から備わっていないゆ
えの成虫越冬ではないでしょうか。近年南方から
北上し、府中でも目立つツマグロヒョウモンも冬
には大半が幼虫で目撃され、定まった越冬態を持
たずに無

む

駄
だ

死
じ

にしている個体も多く、まだ寒さ対
策が確立していない感じです。いずれにしても蝶
の越冬形態は、それぞれに有効かつミステリアス
な生活戦

せ ん

略
りゃく

。この冬、足元の落ち葉をひっくり
返して見ては？ （中村武史）

府中の身近な

  昆虫絵巻
 ③ 蝶の冬越しフォーム
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私 

 

 

　今年の夏は異常な猛暑が続き、台風や豪雨によ
る被害も後を絶ちませんでした。一難去ってまた
一難、今度は寒さ厳しい冬の到来です。地球の気
候がバランスを崩している昨今、もしかして零下
や大雪に見

み

舞
ま

われるのではないだろうかと、疑
ぎ

心
し ん

暗
あ ん

鬼
き

になってしまいます。極
きょく

端
た ん

な暑さと寒さ
が交互に襲ってくる現状は実に頭の痛いところ
です。我々人間同様、この星の生きもの全部が大
変迷惑な思いをしているはずです。そもそも温暖
化を招いたのは、我々人間の仕

し

業
わ ざ

です。文明発展
の代

だ い

償
しょう

として、二酸化炭素を増やし、従来の自
然環境を食い潰

つ ぶ

してきました。異常気象の発生も
もちろんですが、何よりも生態系を脅

おびや

かす結果
となってしまったことで、その影響は花の咲く時
期や昆虫の活動期間、さらに分布域の乱れを生ん
でいます。この流れは、それらを土台にして成り
立っている野鳥の世界にも伝

で ん

播
ぱ

し、過去には見ら
れなかった生態を目にする結果となりました。

　府中には多摩川や浅
せ ん

間
げ ん

山
や ま

など、緑
りょく

被
ひ

率
り つ

が高く、
生物にとって最適の活動場所が存在しています。
植物も昆虫も大変豊

ほ う

富
ふ

で、それらを目当てに高
こ う

次
じ

捕
ほ

食
しょく

者
し ゃ

である野鳥も多種多数が生息、あるい
は訪れています。その中で一年中見られる野鳥に
近年変化が生じています。本来里

さ と

山
や ま

を生息場とし
ていた山の鳥・川の鳥がここを追われる形で、都
市部にも、かなりの数
が移住しているのです。
当り前に思う人も多い
のでしょうが、カラス
は元

が ん

来
ら い

山の鳥です。庭
先にやって来るヒヨド
リにしても、森林で暮
らしていた鳥なのです。

さらにびっくりするのは、街
が い

路
ろ

樹
じ ゅ

をつつくコゲラ
です。キツツキの仲間が街で見られるなど、過去
には考えられなかったことです。ここに季節を分
けて、普段は棲

す

んでいない野鳥が加わります。渡
り鳥です！ 大きくは夏と冬にそれぞれ南から北
からはるばる海を越えて、日本に期間限定で滞在
する旅行者です。ただでさえ都市の鳥が混雑・複
雑化している中で、一気に夏と冬の鳥密

み つ

度
ど

が上昇
します。特に多摩川が流れる府中では、カモ類を
筆
ひ っ

頭
と う

に冬鳥の飛来数が多いので、一体どんな状況
になるのでしょうか。

　鳥が渡る ･･･ 本来の定義に加えて、様々な事情
から国内の各地より都市に渡って来る鳥も含め
て考えてみたいと思います。本来の “鳥が渡る”
と言う意味をリサーチした上で、実際に府中の市
街地や雑

ぞ う

木
き

林
ばやし

・川で見られる流れ者の実態を探っ
て行きます。市街地・浅間山・多摩川の各環境
に生息・飛来する野鳥を剥

は く

製
せ い

標
ひょう

本
ほ ん

や写真で確認
しながら、広

こ う

義
ぎ

の「渡り鳥」に関するいくつかの
疑問・謎を解明し、都市生態系の在り方を考察す
る展示会を開催します。ナビゲーターとして、名
探偵とその助手を任命しました。名探偵の頭脳で
果たして渡り鳥の捜査が出来るのでしょうか？
少々心配ではありますが ･･･ （中村武史）

会場：本館 1階特別展示室

展示会案内特別展 あしもとネイチャーワールド

1/26（土）～ 3/10（日）

渡る冬鳥大捜査線

私たちととも
に、冬鳥を探っ
てみようじゃな
いかね、
　　ハトソン君。

我 

お 

 

     

こ

とですからね、オームズ

先生 

 

我々の手にか
か

れば、実に簡
単

なことですな
、

オームズ先生
。
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転、一行は再度八幡宮の辺りに押し寄せました。
　ここに至り、府中宿は八王子宿に滞在してい
た関

か ん

東
と う

取
と り

締
しまり

出
しゅつ

役
や く

に事の次第を報告します。す
るとその指示は、まず組合村の大・小惣

そ う

代
だ い

が早
期解決を図り、手間取るようなら出役するとい
うものでした。これにより、府中宿組合だけで
なく、隣の布

ふ

田
だ

宿（現 調布市）組合も加わり
談判、4 日には菅村の村役人以外を帰村させる
ことができました。
　その後の交渉は、府中宿の旅

は た

籠
ご

屋
や

で行われま
した。是政村は出

で

丸
ま る

屋、菅村と布田宿は松本屋、
府中宿は柏

かしわ

屋に集まり、大丸村・長沼村・矢
野口村も再度仲裁に入ったようです。是政村の
船頭たちが松本屋において菅村の村役人に詫び、
是政村から菅村へ酒 2 樽、菅村から是政村へ酒
1 樽をおさめることで、示談にこぎつけました。
　揃いの手拭に竹槍を用意し集団で喧

け ん

嘩
か

に赴
おもむ

く
様子は、初回で紹介した秣

まぐさ

場
ば

騒動を彷
ほ う

彿
ふ つ

とさせ
ます。もっとも今回は、村の利権を守るためで
はなく、村の仲間が受けた雪

せ つ

辱
じょく

を果たすことが
目的ですが、これもまた自

じ

力
り き

救
きゅう

済
さ い

だと言える
でしょう。しかし、村の責任者である名主の意
向を無視しての暴挙は、尋

じ ん

常
じょう

ならざる事態です。
当時の時代背景を考えると、開国や政治不安、
物価上昇に治安悪化と、問題が山積みです。自
力救済とは言いながら、人びとの中に溜まった
鬱
う っ

憤
ぷ ん

がこの機に乗じて爆発したというのが、こ
の事件の真相かもしれません。　　（花木知子）

※ 

あ
る
む
ぜ
お　

イ
タ
リ
ア
語
で
︻
博
物
館
で
︼︻
博
物
館
に
て
︼
の
意

〒 183 − 0026 東京都府中市南町 6 − 32　
TEL 042 − 368 − 7921 

　「史料に見る府中の事件簿」の 3 回目は、わ
ずか 64 文

も ん

の不足から、大騒動に発展してし
まった事件を紹介します。
　安

あ ん

政
せ い

5 年（1858）7 月の半ば、府
ふ

中
ちゅう

宿
じゅく

での
用事を済ませた菅

す げ

村（現 神奈川県川崎市）の
若者 2 人が、村に帰るために是

こ れ

政
ま さ

（現 是政）
の渡しから舟に乗ろうとしました。2 人で 100
文（銭

ぜ に

差
さ し

1 束で、実質は 96 文）しかありませ
んでしたが、渡賃を尋ねたら 1 人 80 文とのこ
と。何とかまけてくれないかと頼みますが、断
られます。このため、自力で川を渡ろうとした
ところ、連れ戻されて打

ちょう

擲
ちゃく

された上、下
し た

帯
お び

で
縛
し ば

られ晒
さ ら

し者になったのです。　
　やっとのことで村に帰ってきた 2 人の話を
聞いて、菅村の人びとは 憤

いきどお

ります。一方、船
頭の所

し ょ

業
ぎょう

を知った是政村は、大
お お

丸
ま る

村と長
な が

沼
ぬ ま

村
（現 稲城市）に仲裁を頼み、それに矢

や

野
の

口
く ち

村（同）
も加わりました。交渉の結果、船頭たちの謝
罪と、仲裁に入った村々から贈られる酒 5 樽

た る

で、
菅村も納得したのですが…。
　8 月 1 日、突然菅村の者たちが集団で是政村
に向かったのです。史料によると、その数なん
と 500 人。是政村の川向うに約 100 人、押

お し

立
た て

の渡しから小
お

田
だ

分
ぶ ん

村（現 小柳町）を通り、八
は ち

幡
ま ん

宿
しゅく

村（現 八幡町）に至る一団が 400 人程。
彼らは揃

そ ろ

いの黄色と桃色の手
て

拭
ぬぐい

を巻き、菰
こ も

に
包んだ竹

た け

槍
や り

3 駄
だ

を馬につけて進んで行きます。
　この一大事は内々に、矢野口村から府中宿

（本
ほ ん

町
ま ち

・番
ば ん

場
ば

宿
じゅく

・新
し ん

宿
しゅく

）と八幡宿村に知らされ
ました。間もなく是政村も聞きつけて、村内の
竜
りゅう

泉
せ ん

寺
じ

に集まり、竹槍や棒、石
せ き

礫
れ き

などを用意し、
手拭は白で揃えました。この事態に、仲裁の大
丸村と長沼村は手を引いてしまいます。
　翌 2 日、菅村一行は八幡宿村の国

こ く

府
ふ

八幡宮
の辺りに集まっていましたが、府中宿の説得に
より、一旦は小田分村の東まで引き返します。
これで事態は収束に向かうかと思われました
が、そこに現れた菅村の名

な

主
ぬ し

が、彼らの趣意も
聞かずに一方的に帰村を促

うなが

したため事態は一

府中市郷土の森博物館
http：//www.fuchu-cpf.or.jp/museum/

史料に見る府中の事件簿

「県居井蛙録」事件記載部分　本宿小野宮 内藤治右衛門家文書

③是政村VS菅村


